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運
営
方
針
と
し
て
、
口

コ
ミ
で
輪
を
広
げ
る
こ

と
、
体
験
参
加
費
は
１
、

０
０
０
円
、
事
業
者
参
加

は
可
と
し
つ
つ
売
り
込
み

行
為
は
禁
止
、
各
テ
ー
ブ

ル
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

や
現
場
経
験
者
を
配
置
す

る
こ
と
な
ど
を
掲
げ
る
。

入
会
金
は
な
く
、
年
会
費

は
１
万
円
。
会
員
専
用
グ

ル
ー
プ
で
交
流
や
情
報
交

換
も
行
っ
て
い
る
。

　

同
勉
強
会
は
継
続
開
催

中
で
、
会
員
を
随
時
募
集

し
て
い
る
。
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
９
０
―
３
７

２
５
―
３
５
２
０
）
へ
。

（
根
岸
健
太
郎
）

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

2026・2・1

36
年
ぶ
り
の
雪
中
衆
院
選
挙
だ
と
騒
々

し
い
。
自
民
党
か
ら
離
脱
し
た
公
明
党
は

立
憲
民
主
党
と
と
も
に
新
党
「
中
道
改
革

連
合
」
を
１
月
16
日
に
立
ち
上
げ
た
。
19

日
、
高
市
早
苗
首
相
は
政
権
運
営
に
つ
い

て
信
を
問
う
べ
く
、
27
日
公
示
、
２
月
８

日
投
開
票
を
表
明
し
た
。
低
自
民
党
支
持
率
・
高

内
閣
支
持
率
を
背
景
に
「
今
だ
、
今
し
か
な
い
」

と
決
断
。
自
民
・
維
新
の
「
連
立
合
意
書
」
に
お

け
る
「
食
料
品
消
費
税
ゼ

ロ
」
が
俎そ

上じ
ょ
うに
載
っ
た
。

　

解
散
風
に
煽
ら
れ
て
に

わ
か
に
で
き
た
「
中
道
改
革
連
合
」
と
は
昭
和
的

で
分
か
り
に
く
い
。右
や
左
に
偏
ら
な
い
と
い
う
。

穏
健
派
か
急
進
派
か
、
相
対
的
な
の
か
絶
対
的
尺

度
か
と
考
え
て
い
た
ら
嫌
に
な
っ
た
。
難
所
だ
ら

け
の
上
り
や
下
り
の
「
坂
道
」
に
な
ら
な
い
こ
と

を
祈
る
ば
か
り
だ
。

　

衝
撃
が
走
る
ほ
ど
の
激
し
い
変
化
は
〝
新
し
い

何
か
〞
を
生
み
出
す
。
若
い
世
代
の
台
頭
は
心
強

い
。
18
歳
〜
39
歳
の
高
市
支
持
率
は
80
％
と
驚
異

的
だ
。
彼
ら
の
人
間
関
係
図
式
は
タ
テ
系
よ
り
も

ヨ
コ
系
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
。「
分
か

り
や
す
い
、
早
い
、
頼
り
に
な
る
」
が
支
持
理
由
。

加
え
て
勉
強
家
で
偉
ぶ
ら
な
い
キ
ャ
ラ
が
好
感
度

を
高
め
て
い
る
。「
失
わ
れ
た
30
年
」
の
中
で
鍛

え
ら
れ
て
き
た
若
年
層
は
想
像
以
上
に
将
来
を
厳

し
く
真
剣
に
考
え
て
い
る
。
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
や
社
会

保
険
に
関
心
が
高
く
、
金
銭
感
覚
は
堅
実
だ
。
就

活
で
は
ホ
ワ
イ
ト
企
業
を
選
別
し
、
ミ
ス
マ
ッ
チ

時
の
退
却
は
素
早
い
。

　
「
老
兵
は
死
な
ず
た
だ

消
え
去
る
の
み
」
と
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
退
任
演
説
で
述
べ
た
。
自
民
党
の

菅
義
偉
元
首
相
（
77
）
や
遠
藤
利
明
元
五
輪
相

（
76
）
は
「
年
齢
を
考
え
、
後
進
に
道
を
譲
る
」

と
衆
院
選
不
出
馬
を
明
ら
か
に
し
た
。
共
産
党
の

志
位
和
夫
前
委
員
長
（
71
）
も
不
出
馬
を
表
明
し

た
。

　

も
う
政
治
の
世
界
で
は
昭
和
の
景
色
は
相ふ

さ
わ応
し

く
な
い
だ
ろ
う
。
衆
院
選
挙
結
果
で
見
る
新
し
い

日
本
の
景
色
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

若
い
世
代
の
台
頭

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19：00～19：30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中 ２月

5日  ゲスト：松井欣也さん
　　　 「『昆虫食の事典』を出版して」
 （キャスター：小野元裕社長）

12日  ゲスト：井上篤志さん
　　　 「障がい者専門の結婚相談所を開いて」
 （キャスター：根岸健太郎記者）

19日  「ウクライナ最新情報」
 （キャスター：小野元裕社長）

26日  「ちょっとほんわかする話」
 （キャスター：根岸健太郎記者）
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Ｏ
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６
５
日
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前
５
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◆
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
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の
ク
オ
リ
テ
ィ
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コ
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◆
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台
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ゴ
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練
習
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八尾市安中町 8－5－38
T E L 072－999－3871
FAX 072－999－3874

お蔭様で50周年 一般社団法人介護総合支援センター主催

学ぼう、語り合おう、つながろう！学ぼう、語り合おう、つながろう！
令和８年  介護と福祉の勉強会令和８年  介護と福祉の勉強会

参加費　1,000 円（会員の方：無料）
申　込　090-3725-3520（北野）

会　場
　【1/17】南館 734　【3/22】５階研修室 2
　　　　エル・おおさか
　　　　大阪市中央区北浜東 3-14
　【2/21】創造支援室D2
　　　　東大阪市文化創造館
　　　　東大阪市御厨南 2-3-4

住み慣れた自宅で住み続けるために

１月17日（土） ３月22日（日）
会員勉強会

一般向けセミナー

12 月20日（土）
２月21日（土）

ディスカッションテーマ

9：30～ 11：30

ただいま新規会員募集中 !!

アクリル加工で創業 74年アクリル加工で創業 74年
小ロットもお引き受けします小ロットもお引き受けします
アクリル加工で創業 74年
小ロットもお引き受けします

〒581-0812 八尾市山賀町 4-63
TEL 072-922-1681 FAX 072-923-4879

　

最
近
で
は
「
こ
の
案
件

の
キ
モ
は
…
」な
ど
と
、「
物

事
の
重
要
な
点
。
急
所
」

の
意
味
で
「
キ
モ
」
と
い

う
気
味
悪
い
言
葉
が
広
ま

り
、
何
の
疑
問
も
抱
か
ず

に
至
る
と
こ
ろ
で
使
わ
れ

て
い
る
。「
こ
の
〝
キ
モ
〞

の
ど
こ
が
悪
い
ね
ん
」
と

問
わ
れ
て
も
、
言
語
感
覚

の
問
題
の
た
め
答
え
に
窮

す
る
。
何
と
品
の
な
い
言

葉
で
、
日
本
語
に
対
す
る

繊
細
さ
に
欠
け
る
の
か
と

あ
き
れ
る
。
嘆
か
わ
し
い

か
ぎ
り
だ
。
私
は
、
こ
の

言
葉
を
耳
に
す
る
と
気
持

ち
悪
く
な
る
。
若
者
言
葉

で
言
う
と
「
何
と
キ
モ
い
」

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

内
田
　
治

ち
ょ
っ
と
待
っ
て

　
　
そ
の

表
現
か
。

　
「
分
か
ら
な
い
と
き

に
は
シ
ン
ム
ラ
さ

ん
（「
広
辞
苑
の
父
」

新し
ん
む
ら村
出い

ず
る

氏
）
に
聞

け
」
と
い
う
先
達
の

忠
告
に
従
っ
て
〝
親

友
〞
に
「
肝
」
と
い

う
言
葉
を
尋
ね
て
み

る
と
「
①
肝
臓
。
②

内
臓
の
総
称
。
五
臓

六
腑
。
③
精
神
。
気

力
。
胆
力
。
き
も
だ

ま
。
④
工
夫
。
思
案
」

（「
広
辞
苑
」
第
二
版
、

昭
和
45
年
２
月
25
日

発
行
）
と
の
ご
託
宣
。

　
「
物
事
の
重
要
な
点
。

急
所
」
と
い
う
意
味
は
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、

最
新
の
第
七
版
（
２
０
１

８
年
１
月
12
日
発
行
）
に

は
「
⑤
要
点
。
急
所
。『
話

の
―
』」
と
追
録
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
２
０
２
１

年
２
月
21
日
発
行
の
最
新

辞
書
「
新
選
国
語
辞

典
」
第
十
版
（
小
学

館
）
に
は
「
④
【
俗

語
】
大
切
な
と
こ
ろ
。

話
の
―
」
と
、「
標

準
語
で
は
な
い
口
語

表
現
」
を
意
味
す
る

【
俗
語
】
付
き
で
収

載
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
こ
の
間
に

「
要
点
・
急
所
」
と
い

う
意
味
合
い
で
、「
キ

モ
」
と
い
う
言
葉

が
、
時
代
と
と
も
に

広
く
浸
透
し
て
き
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

と
は
言
え
、
た
と
え
辞

書
に
載
っ
て
い
た
と
し
て

も
、
教
養
あ
る
人
に
ふ
さ

わ
し
い
言
葉
で
は
な
い
。

日
本
語
感
覚
が
鈍
い
、
下

品
極
ま
り
な
い
表
現
だ
。

　

若
者
言
葉
の
「
キ
モ

い
」
は
、
こ
の
「
キ
モ
」

と
は
違
っ
て
「
気
持
ち
悪

い
」
の
略
で
、
生
理
的
な

気
持
ち
の
悪
さ
と
い
う
よ

り
は
、
見
た
目
が
気
持
ち

悪
い
場
合
に
使
わ
れ
る
よ

う
だ
。
１
９
７
０
年
代
の

後
期
に
は
、
す
で
に
存
在

し
て
お
り
、
若
者
中
心
に

会
話
の
中
で
使
わ
れ
る
頻

度
が
増
し
て
き
た
の
は
、

１
９
９
０
年
代
の
後
期
に

入
っ
て
き
て
か
ら
ら
し
い
。

書
斎
の
本
棚
の
片
隅
で

ホ
コ
リ
を
か
ぶ
っ
て
い
た

１
９
９
６
年
版
「
現
代

用
語
の
基
礎
知
識
」（
自

由
国
民
社
）
の
ペ
ー
ジ

を
め
く
っ
て
み
る
と
「
省

略
形
容
詞
化
」
言
葉
の
一

つ
と
し
て
、
こ
の
「
キ
モ

い
」
が
収
録
さ
れ
て
い
た
。

　

昔
か
ら
「
言
葉
は
人
格

を
表
す
」
と
言
わ
れ
て
い

る
。
言
葉
遣
い
に
よ
っ

て
、
人
と
な
り
が
分
か
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、「
言こ

と
だ
ま霊
」
と
言
っ
て
、

「
言
葉
に
は
不
思
議
な
力

が
宿
っ
て
お
り
、
発
し
た

言
葉
ど
お
り
の
結
果
を
も

た
ら
す
」
と
信
じ
ら
れ
て

い
る
。
日
本
語
は
、
世
界

に
類
を
見
な
い
奥
深
い
言

語
な
の
だ
。
教
養
豊
か
な

人
と
し
て
、
洗
練
さ
れ
た

含
蓄
の
あ
る
言
葉
を
操

る
よ
う
に
心
掛
け
た
い
。

「
キ
モ
」
な
ど
と
い
う
品

格
に
欠
け
る
言
葉
は
、
決

し
て
口
に
し
て
は
な
ら
な

い
と
「
肝
に
銘
じ
よ
う
」。

「キモ」という言葉は「キモい」
6

晴耕雨読

支援の持続には《文化》が必要

日　時　2026 年 2月 24日㈫ 18時 30分～20時 30分
会　場　大阪市立生涯学習センター・第 2研修室 
        　 （大阪市北区梅田1‐2‐2‐500　大阪駅前第2ビル6階） 
参加費　無料【予約不要】
主　催　日本ウクライナ文化交流協会
        　 （八尾市山本町南 6‐2‐29　TEL072-926-5134） 
共　催　一般社団法人関西ウクライナ友好協会・NGOウクライナに平和を生駒  

　2026年2月24日、ロシアによるウクライナ全面侵攻から4年となり
ます。ロシアによる攻撃が激しくなる一方、ウクライナ支援の輪が萎
んでいます。ここにきて、支援の持続には《文化》が必要だというこ
とがはっきり分かりました。
　そこで、国立民族学博物館特任助教の赤尾光春氏を迎え、「ウクライ
ナ・ポピュラー文化の底力―戦時下の抵抗を支えるユーモアと音楽」と
いう演題で講演会を開催します。
　なお、講演の前には、キーウ出身の詩人ボグダン・パブリー氏がギ
ター弾き語りを行い、講演後には関西ウクライナ友好協会メンバー（イ
リーナ・ウニチェンコさん、クセーニア・ザデリエンコさん、ハンナ・
モスキヴィーナさん）がそれぞれ持ち歌を歌います。

講
演
会
情
報

【講師】
赤尾光春氏
（国立民族学博物館

特任助教）

【演奏】
ボグダン・パブリー氏
（キーウ出身の詩人）

【 歌 】関西ウクライナ友好協会メンバー（イリーナ・ウニチェンコ
さん、クセーニア・ザデリエンコさん、ハンナ・モスキヴィーナさん）

しぼ

ウクライナ支援講演会

　

大
阪
市
中
央
区
の
大
阪

府
立
労
働
セ
ン
タ
ー
「
エ

ル
・
お
お
さ
か
」
で
12
月

20
日
午
前
、
一
般
社
団
法

人
介
護
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
（
東
大
阪
市
菱
江
１

―
27
―
１
）
が
「
介
護
と

福
祉
の
勉
強
会
」
を
開
い

た
。参
加
者
は
約
30
人
で
、

介
護
・
看
護
の
現
場
職
の

ほ
か
、
福
祉
事
業
者
、
行

政
書
士
、
不
動
産
・
金
融

関
係
者
、
一
般
参
加
者
ま

で
幅
広
い
顔
ぶ
れ
が
集
ま

り
、
初
参
加
も
10
人
ほ
ど

見
ら
れ
た
。

　

当
日
は
２
部
構
成
。
第

１
部
は
「
介
護
現
場
の
実

情
を
知
る
〜
高
齢
者
介
護

の
課
題
に
つ
い
て
語
り
合

う
〜
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

実
施
。

　

小
規
模
多
機
能（
通
い
・

訪
問
・
泊
ま
り
を
同
一
事

業
所
で
担
う
在
宅
支
援
）

や
訪
問
看
護
の
立
場
か

ら
、
人
材
不
足
、
研
修
と

現
場
の
ギ
ャ
ッ
プ
、
夜
間

対
応
や
オ
ン
コ
ー
ル
（
緊

急
連
絡
に
備
え
た
待
機
）

の
負
担
も
含
め
、
制
度
改

定
へ
の
対
応
、
連
携
の
難

し
さ
な
ど
が
活
発
に
語
ら

れ
た
。

　

一
方
で
、
地
域
資
源
の

活
用
や
見
守
り
体
制
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
を
使
っ
た
情
報
共

有
な
ど
、
負
担
を
分
散
す

る
工
夫
も
紹
介
さ
れ
、
参

加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

た
。

　

第
２
部
は
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
「
で

き
る
／
で
き
な
い
」
の
線

引
き
の
難
し
さ
、
家
族
を

含
め
た
意
思
決
定
の
悩

み
、
経
済
状
況
に
よ
っ
て

受
け
ら
れ
る
介
護
の
質
が

変
わ
り
得
る
現
実
な
ど
、

生
活
者
目
線
の
論
点
も
上

が
っ
た
。

　

終
了
後
、
北
野
喜
広
代

表
理
事
（
54
）
＝
写
真
＝

に
話
を
聞
い
た
。

　

勉
強
会
は
約
２
年
半
前
、

数
人
の
友
人
と
事
務
所（
本

業
の
株
式
会
社
み
つ
や
建

設
）
で
介
護
の
話
を
す
る

〝
雑
談
〞
か
ら
始
ま
り
、
そ

れ
が
７
、
８
人
に
増
え
、

10
人
を
超
え
た
頃
に
会
場

開
催
へ
移
行
し
た
。

　
「
当
初
は
ビ
ジ
ネ
ス
目

的
で
は
な
く
、
純
粋
な
興

味
か
ら
始
ま
っ
た
座
談
会

だ
っ
た
。
け
れ
ど
、
現
場

や
制
度
を
知
ら
な
い
ま
ま

関
わ
る
の
は
危
う
い
と
気

付
き
、
理
解
を
深
め
る
場

が
必
要
だ
と
思
っ
た
」
と

振
り
返
る
。

　
「
今
後
は
利
用
者
、
施

設
・
経
営
者
、
現
場
で
働

く
人
―
３
者
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
を
同
じ
場
で
共
有

し
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

〝
落
と
し
ど
こ
ろ
〞
を
探

れ
る
勉
強
会
に
し
た
い
。

ど
こ
か
１
つ
だ
け
が
良
く

な
っ
て
も
社
会
は
良
く
な

ら
な
い
」
と
語
り
、
認
知

度
向
上
と
会
員
拡
大
を
通

じ
て
学
び
の
輪
を
広
げ
た

い
考
え
を
示
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
介
護
・

福
祉
分
野
の「
学
び
」と「
情

報
共
有
」「
交
流
」
を
柱

に
し
た
会
員
制
団
体
。
勉

強
会
で
は
知
識
を
得
る
だ

け
で
な
く
、
現
場
の
実
情

を
持
ち
寄
り
、
互
い
の
支

援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目

代表理事　北野喜広
東大阪市菱江1-27-1
TEL 090-3725-3520

一般社団法人
介護総合支援センター

介護現場の

生きた証を一冊の本に生きた証証を一冊冊の本に
― 本は著者の分身 ―

自分史を出版しませんか
石
の
墓
標
よ
り

紙
の
墓
標

〝
私
本
〞主
義

　

吉
村
洋
文
大
阪
府
知
事

（
50
）
の
辞
職
表
明
に
伴

う
大
阪
府
知
事
選
が
１
月

22
日
に
告
示
さ
れ
、
選
挙

戦
が
始
ま
っ
た
。
衆
議
院

議
員
選
挙
（
１
月
27
日
公

示
）
や
大
阪
市
長
選
（
１

月
25
日
告
示
）
と
同
日
の

２
月
８
日
に
投
開
票
さ
れ

る
。

　

立
候
補
者
は
日
本
維
新

の
会
代
表
で
前
職
の
吉
村

洋
文
氏
と
、
い
ず
れ
も
新

人
で
会
社
経
営
の
無
所

属
、
納
藤
保
氏
（
44
）、

政
治
団
体「
無
所
属
連
合
」

共
同
代
表
の
大
西
恒
樹
氏

（
61
）
の
計
３
人
（
届
け

出
順
）。

　

衆
議
院
議
員
選
挙
の
大

阪
13
区
（
東
大
阪
市
）
と

大
阪
14
区
（
八
尾
市
・
柏

原
市
・
羽
曳
野
市
・
藤
井

寺
市
）
の
立
候
補
者
は
次

の
通
り
（
届
け
出
順
）。

13
区
＝
宗
清
皇
一
氏

（
55
）
自
・
元
、
宝
井
晃

美
氏
（
62
）
共
・
新
、
八

幡
愛
氏
（
38
）
れ
・
前
、

本
多
平
直
氏（
61
）中
・
元
、

岩
谷
良
平
氏（
45
）維
・
前
、

立
岡
昭
是
氏（
32
）参
・
新
。

14
区
＝
内
藤
耕
一
氏

（
51
）
共
・
新
、
尾
立
源

幸
氏
（
62
）
自
・
新
、
青

柳
仁
士
氏
（
47
）
維
・
前
。

衆
議
院
議
員
選
挙

大
阪
府
知
事
選

大
阪
市
長
選

２月８日
投開票

　

設
立
か
ら
50
年
を
迎
え
た
幸
南
食
糧
株
式
会

社
（
松
原
市
三
宅
西
５
―
７
５
１
）
主
催
の
新

年
名
刺
交
歓
懇
親
会
が
、
１
月
23
日
に
大
阪
市

中
央
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
開
か

れ
、
北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
か
ら
グ
ル
ー
プ

企
業
・
取
引
先
関
係
者
ら
３
７
０
人
が
参
加
。

節
目
と
な
る
１
年
の
、
新
た
な
門
出
を
と
も
に

祝
っ
た
。

（
三
谷
真
一
）

　

同
社
は
、昭
和
46
年（
１

９
７
１
年
）
に
、
川
西
修

会
長
（
79
）
が
７
坪
の
貸

店
舗
で
起
業
し
た
「
川
西

米
穀
店
」
が
前
身
。「
社

員
の
幸
せ
を
支
援
す
る
、

大
阪
南
の
地
の
、お
米（
食

糧
）
の
会
社
」
と
い
う
思

い
を
込
め
て
、
昭
和
51
年

（
１
９
７
６
年
）
設
立
。

　

昭
和
57
年
（
１
９
８
２

年
）
８
月
に
発
生
し
た
大

和
川
大
洪
水
で
は
、
同
社

の
核
で
あ
る
大
型
精
米
工

場
を
含
め
地
域
が
壊
滅
的

な
打
撃
を
受
け
る
な
か
、

翌
年
に
は
、
現
在
の
本
社

所
在
地
に
三
宅
工
場
を
竣

工
。
以
来
半
世
紀
〝
小
さ

な
一
流
企
業
を
つ
く
る
〞

〝
食
で
つ
な
が
る
笑
顔
を

未
来
へ
〞
を
合
言
葉
に
、

次
世
代
を
担
う
若
手
就
農

家
の
自
立
を
支
援
す
る
Ｋ

О
Ｎ
Ａ
Ｎ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ
を
は
じ
め
、
お

い
し
い
お
米
の
焚
き
方
・

選
び
方
を
広
め
る
人
材
を

育
成
す
る
「
特
定
非
営
利

活
動
法
人
日
本
米
飯
管
理

士
協
会
」
を
設
立
す
る
な

ど
、
洋
食
化
が
進
む
社
会

に
お
い
て
、
古
く
か
ら
の

日
本
人
の
主
食
で
あ
る
お

米
の
魅
力
を
、
日
本
は
も

と
よ
り
世
界
中
に
広
め
続

け
て
い
る
。

　

２
部
構
成
で
行
わ
れ
た

会
の
第
１
部
で
は
、
川
西

会
長
の
〝
経
営
は
マ
ラ
ソ

ン
で
は
な
く
リ
レ
ー
〞
と

い
う
理
念
の
下
、
29
歳
で

会
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け

た
川
西
孝
彦
社
長
（
44
）

＝
写
真
＝
が
講
演
し
た
。

川
西
社
長
は
〝
令
和
の

米
騒
動
〞
の
記
憶
も
新

し
い
な
か
迎
え
た
２
０

２
６
年
の
行
動
指
針
を

発
表
。
想
い
を
、
言
葉

に
す
る
＝
発
信
。
ま
ず

一
歩
、
動
く
＝
発
進
。

判
断
に
、
芯
を
通
す
＝

発
芯
。「
３
つ
の
ハ
ッ
シ

ン
」
を
軸
に
、
平
均
年

齢
３
５
・
６
歳
、
３
０
２

人
の
従
業
員
と
と
も
に
、

創
業
以
来
の
理
念
を
護ま

も

り
、
時
代
に
求
め
ら
れ
る

企
業
へ
と
さ
ら
な
る
進
化

を
続
け
る
こ
と
を
表
明
。

長
年
愛
さ
れ
続
け
て
い
る

「
お
く
さ
ま
印
」
と
併
せ

て
掲
げ
る
新
た
な
ブ
ラ
ン

ド
ロ
ゴ
を
披
露
し
た
。

　

賑
や
か
に
鏡
開
き
が
行

わ
れ
た
第
２
部
で
は
、
参

加
者
ら
が
歓
談
や
記
念
撮

影
を
楽
し
み
、
最
後
は
若

手
社
員
ら
に
よ
る
三
本
締

め
と
、
新
た
な
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ「
ご
は
ん
っ
て
、

最
幸

4

4

。」で
お
開
き
と
な
っ

た
。

　

来
賓
と
し
て
、
澤
井
宏

文
松
原
市
長
の
代
理
で
田

口
一
江
副
市
長
、
山
入
端

創
羽
曳
野
市
長
、
岡
田
一

樹
藤
井
寺
市
長
、
福
元
晶

三
兵
庫
県
宍
粟
市
長
、
川

西
会
長
の
故
郷
で
現
在
も

産
業
活
性
化
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
る
香
川
県
仲

多
度
郡
ま
ん
の
う
町
の
栗

田
隆
義
町
長
ら
が
挨
拶
。

　

建
築
家
の
安
藤
忠
雄

氏
、
中
田
宏
内
閣
府
大

臣
補
佐
官
、
毎
年
３
月

の
大
相
撲
大
阪
場
所
で

同
社
に
宿
舎
を
構
え
る

安
治
川
部
屋
の
安
治
川

竜
児
親
方
（
元
関
脇
安

美
錦
）
と
、
戦
禍
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
か
ら
来
日
３

年
で
大
関
に
昇
進
し
さ

ら
な
る
躍
進
を
続
け
る
安

青
錦
新あ

ら
た大
関
ら
が
、
祝
電

や
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

祝
意
を
述
べ
た
。

　

安
青
錦
関
は
１
月
25
日

の
初
場
所
千
秋
楽
で
２
場

所
連
続
の
幕
内
最
高
優
勝

を
決
め
、
３
月
８
日
か
ら

大
阪
府
立
体
育
館
（
エ

デ
ィ
オ
ン
ア
リ
ー
ナ
大

阪
）
＝
大
阪
市
浪
速
区
難

波
中
３
―
４
―
36
＝
で
開

催
さ
れ
る
大
阪
場
所
で
、

同
社
を
拠
点
に
綱
取
り
を

目
指
す
。

設立50年
幸南食糧株式会社主催

新年名刺交歓懇親会

ごはんって、最幸。

　

各
地
の
商
工
会
議
所
、

商
工
会
は
会
員
増
強
に
頭

を
悩
ま
せ
て
い
る
が
、
柏

原
市
商
工
会
は
毎
年
順
調

に
会
員
を
増
や
し
て
い

る
。

　

門
谷
秀
雄
会
長
（
86
）

＝
写
真
＝
は
令
和
５
年
に

就
任
以
来
、
職
員
と
と
も

に
会
員
サ
ー
ビ
ス
徹
底
に

力
を
尽
く
し
て
い
る
。「
融

資
か
ら
後
継
者
サ
ポ
ー
ト

ま
で
困
り
ご
と
解
決
の
た

め
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
、

あ
り
が
た
い
」
と
喜
び
の

声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞

か
れ
る
。

　

ま
た
、
青
年
部
が
中
心

に
な
っ
て
開
い
て
い
る

マ
ッ
チ
ン
グ
Ｂ
Ｂ
Ｑ
も
好

評
。
若
者
に
と
っ
て
、
婚

活
は
と
て
も
大
切
だ
。
価

値
観
が
同
じ
人
と
出
会

い
、
家
庭
を
持
つ
。
そ
う

す
れ
ば
、
自
然
に
人
口
も

増
え
る
。一
度
暮
ら
せ
ば
、

柏
原
市
の
良
さ
が
よ
く
分

か
る
。
犯
罪
が
少
な
く
治

安
が
い
い
。
大
阪
教
育
大

学
、関
西
福
祉
科
学
大
学
、

関
西
女
子
短
期
大
学
が
あ

り
、
教
育
環
境
も
整
っ
て

い
る
。

　

全
国
的
に
人
口
が
減
っ

て
い
る
が
、
状
況
は
柏
原

市
も
同
じ
だ
。
令
和
７
年

12
月
末
現
在
で
人
口
総
数

６
６
、
１
３
１
人
。
柏
原

市
（
冨
宅
正
浩
市
長
）
は

同
市
の
魅
力
を
発
信
し
な

が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を

重
ね
て
い
る
が
、
柏
原
市

商
工
会
の
協
力
は
欠
か
せ

な
い
。

　

柏
原
市
は
ぶ
ど
う
で
有

名
だ
が
、
岡
村
製
油
株
式

会
社
、
富
士
電
線
工
業
株

式
会
社
、株
式
会
社
九
櫻
、

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト

国
分
工
場
な
ど
産
業
も
活

発
。
ま
た
、
日
本
遺
産
で

あ
る
「
亀
の
瀬
」
を
訪
れ

る
人
は
少
な
く
な
い
。

　

毎
年
11
月
に
は
柏
原
市

役
所
前
大
和
川
河
川
敷
緑

地
公
園
な
ど
で
柏
原
市
民

総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

盛
大
に
開
か
れ
る
。「
地

域
の
活
性
化
」
が
テ
ー
マ

だ
。

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
柏
原
市

を
盛
り
上
げ
る
柏
原
市
商

工
会
の
役
割
は
大
き
い
。

会長　門谷秀雄
柏原市上市1-2-2

アゼリア柏原５階
TEL 072-972-0881

柏原市商工会

柏
原
市
商
工
会
会
長  

門
谷
秀
雄
さ
　
　
ん

会
員
サ
ー
ビ
ス
徹
底

会
員
サ
ー
ビ
ス
徹
底
にに
力
尽
く
す

力
尽
く
す

困
り
ご
と
解
決

困
り
ご
と
解
決
の
た
め

の
た
め
寄
り
添
う

寄
り
添
う

実情知る
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電
気
が
来
た
の
で
、
オ
リ
ガ
は
急
ぎ
電
気
ポ
ッ

ト
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
キ
ー
ウ
は
停
電
続
き
だ
。
１
日

の
う
ち
４
時
間
も
電
気
が
あ
れ
ば
御
の
字
。
い
つ

電
気
が
来
る
か
不
確
定
で
困
っ
て
し
ま
う
。「
計

画
停
電
ア
プ
リ
」
な
る
も
の
も
あ
る
が
、
当
て
に

な
る
よ
う
で
実
際
は
そ
う
で
も
な
い
。
大
規
模
攻

撃
で
甚
大
な
被
害
が
出
た
後
は
「
緊
急
停
電
」
と

な
り
、
す
べ
て
の
時
間
帯
が
灰
色
表
示
で
固
ま
っ

て
し
ま
う
。
い
つ
復
旧
す
る
の
か
、
そ
の
次
は
い

つ
停
電
に
な
る
の
か
、
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。

　

屋
外
の
気
温
は
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
25
度
、
室
内
で

も
マ
イ
ナ
ス
15
度
。
そ
の
上
、
電
気
が
来
な
い
。

街
全
体
が
巨
大
な
冷
凍
室
だ
。断
水
も
多
い
の
で
、

備
蓄
す
る
し
か
な
い
。

　

オ
リ
ガ
が
淹
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、

ナ
タ
リ
ア
は
心
配
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
る
。

　
「
ガ
ソ
リ
ン
車
に
す
べ
き
だ
っ
た
わ
」

　

こ
こ
ま
で
寒
く
な
る

と
、
電
気
自
動
車
が
止
ま

っ
て
し
ま
う
。
窓
や
ド
ア

が
開
か
な
く
な
る
こ
と
も

あ
る
。

　

い
つ
も
明
る
い
ナ
タ
リ

ア
が
沈
ん
で
い
る
様
子
を

見
て
、
オ
リ
ガ
は
彼
女
の

背
中
を
軽
く
叩
く
。

　
「
サ
バ
イ
バ
ル
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
」

　

オ
リ
ガ
と
ナ
タ
リ
ア
の

性
格
が
入
れ
替
わ
っ
た
の

か
と
、
耳
を
疑
う
。
友
人

関
係
と
は
不
思
議
な
も
の
だ
。
ど
ち
ら
か
が
沈
め

ば
、
片
方
が
そ
れ
を
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
。

　

オ
リ
ガ
が
明
る
い
表
情
で
続
け
る
。

　
「
部
屋
が
少
し
暖
か
く
な
っ
た
で
し
ょ
う
」

　

促
さ
れ
て
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
へ
入
る
と
、
ガ
ス
コ

ン
ロ
に
レ
ン
ガ
が
２
つ
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
青
い

炎
が
そ
れ
を
炙あ

ぶ

っ
て
い
る
。

　

ナ
タ
リ
ア
は
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
理
解
で

き
ず
、
目
を
丸
く
す
る
。

　
「
ア
ウ
ト
ド
ア
好
き
の
友
だ
ち
に
教
え
て
も
ら

っ
た
の
」

　

レ
ン
ガ
は
保
温
力
が
あ
る
の
で
、
一
定
時
間
炙

る
と
、
長
く
部
屋
を
暖
め
る
と
い
う
。
半
信
半
疑

で
レ
ン
ガ
を
買
っ
て
準
備
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　
「
さ
す
が
、
用
意
周
到
だ
わ
。
そ
ん
な
と
こ
ろ

が
好
き
」

　

ナ
タ
リ
ア
は
機
嫌
を
取
り
戻
し
、
嬉
し
そ
う
に

レ
ン
ガ
に
手
を
か
ざ
す
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
285

摂氏マイナス25度のサバイバル

ウクライナ

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！

大阪市倫理法人会幹事　黒川博理氏「『徳の承継』と『恩送り』」3日  
10日  倫理研究所法人局名誉法人アドバイザー　津々木昭子氏「心に太陽をかかげよう」
17日  
 24日  

豊中市倫理法人会専任幹事　田村薫氏「命の使い方 ～ステージⅣのがん宣告を受けて～」
豊中市倫理法人会会長　伊吹美里氏「崖っぷちからのV字回復方法はコレだった」

●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はstudio GEEX（JR久宝寺駅・南へ徒歩7分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎090-5094-5931２月の予定

5日  倫理研究所名誉研究員　内田文朗氏「成功への道しるべ ー倫理の学び40年を振り返ってー」
  大阪府倫理法人会東2地区地区長　吉田恵美子氏「受け入れる」12日

19日
26日  

大阪鴻池倫理法人会副会長　谷川貴美代氏「反始慎終」
大阪鴻池倫理法人会実行委員　馬渕唯史氏「倫理法人会入会後の変化」
大阪鴻池倫理法人会実行委員　三島あゆみ氏「はたらきは最上の喜びー勤労歓喜ー」

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-986-9295２月の予定

27日  

13日  西宮甲子園準倫理法人会会長　児島恵美子氏「逆境力～人生の導き～」
6日  大阪鴻池倫理法人会副会長　谷川貴美代氏「反始慎終」

20日  泉州倫理法人会副会長　岡本笑明氏「起きることは全て未来からのギフト～人生を変えてくれた倫理法人会～」
大阪府倫理法人会副会長　上西知氏「子供たちに伝えたいこと」

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-873-1234２月の予定

も
の
を
選
択
し
続
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
生
き
方
の
種
類

と
し
て
は
、
例
え
ば
、

夢
の
あ
る
生
き
方
・
夢

の
な
い
生
き
方
、
自
分

軸
・
他
人
軸
、
利
己
的

生
き
方
・
利
他
的
生
き

方
、
自
責
思
考
・
他
責

思
考
、
足
し
算
の
人
生
・

引
き
算
の
人

生
、ポ
ジ
テ
ィ

ブ
思
考
・
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

思
考
、
自
己
実
現
・
自

己
完
成
、
悔
い
の
な
い

生
き
方
・
悔
い
の
あ
る

生
き
方
、
過
去
志
向
型

の
生
き
方
・
未
来
志
向

型
の
生
き
方
、
運
気
の

上
が
る
生
き
方
・
運
気

の
下
が
る
生
き
方
、
人

　

お
元
気
で
楽
し
い

日
々
を
お
過
ご
し
で
す

か
。

　

さ
て
、
今
回
は
私
た

ち
が
幸
せ
な
人
生
を
送

る
上
で
の
「
生
き
方
」

に
つ
い
て
の
話
で
す
。

生
き
方
は
「
生
き
ざ
ま
」

と
も
呼
ば
れ
、
ど
の
よ

う
に
人
生
を
送
る
の
か

と
い
う
人
生
哲
学
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
幸
せ

な
人
生
を
送
る
う
え
で

最
も
大
切
な
も
の
の
１

つ
で
す
。

　

こ
の
生
き
方
の
前
提

に
な
る
の
が
、
以
前
お

話
し
し
た
「
人
生
の
あ

り
方
」
で
あ
り
、
最
も

幸
せ
な
あ
り
方
は
成
熟

し
た
人
間
と
し
て
意
識

レ
ベ
ル
の
高
い
愛
あ
る

他
者
に
優
し
い
自
利
利

他
的
な
あ
り
方
で
す
。

　

な
お
、こ
の「
あ
り
方
」

を
前
提
と
し
な
い
単
な

る
「
生
き
方
」
は
一
貫

性
が
欠
け
大
き
く
ブ

レ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、こ
の
人
生
の
あ

り
方
を
前
提
と
す
る「
生

き
方
」
は
、

私
た
ち
の

日
常
的
な
思
考
・
言
葉
・

行
動
す
べ
て
に
反
映
さ

れ
、
そ
の
内
容
に
よ
り

良
く
も
悪
く
も
な
り
ま

す
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
己

の
人
生
に
責
任
を
持
っ

て
、
自
由
に
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
運
気
を
上
げ
成
功

し
幸
せ
な
人
生
と
な
る

生
を
楽
し
む
生
き
方
・

人
生
に
悩
む
生
き
方
、

豊
か
さ
の
あ
る
生
き

方
・
豊
か
さ
の
な
い
生

き
方
な
ど
多
く
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
自

分
軸
・
利
他
的
生
き
方
・

自
責
思
考
の
生
き
方
な

ど
、基
本
的
に
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
生
き
方
や
人
生
哲

学
を
採
用
す
る
こ
と
が

幸
せ
な
人
生
を
送
る
う

え
で
の
秘
訣
で
す
。

　

次
回
か
ら
こ
れ
ら
の

も
の
に
つ
い
て
１
つ
ず

つ
取
り
上
げ
て
い
き
ま

す
の
で
、
楽
し
み
に
し

て
下
さ
い
。

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
「
幸
せ
」
に
つ

い
て
考
え
、
味
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に

九
州
大
学
名
誉
教
授

岩
崎
　
勇

33

生
き
方
①

いぬわし書房

丸
山
健
二
塾

塾
生
募
集
中

朝陽は堺東から

爽やか笑顔で

１人ひとりの幸せ願う

あ
さ
ひ

朝陽不動産株式会社
072-224-2345

不動産コンサルティング 不動産管理不動産仲介

営業時間：9：00~17：30
定 休 日：土曜・日曜・祝日
https://asahi.estate/

〒590-0022 堺市堺区中三国ケ丘町1-1-30

笑顔
感謝

幹
部
が
参
加
し
た
。

　

八
尾
地
区
保
護
司
会

（
赤
塚
三
夫
会
長
）
の
新

年
交
礼
会
は
１
月
13
日
に

ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪

（
大
阪
市
天
王
寺
区
石
ケ

辻
町
19
）
で
開
か
れ
、
名

誉
保
護
司
ら
も
駆
け
付
け

た
。

イ ベ ン ト 情 報

日　時　2月22日（日）
　　　　【食　事】12:30（受付12:00）
　　　　【ショー】14:15（第１部：落語・第２部：音曲漫才）
会　場　レストランキエフ（TEL 075-525-0860）
　　　　京都市東山区廿一軒町236縄手通四条上ル 鴨東ビル６F
会　費　9,000円（特選コース料理・ドリンク付き、税込み）

自殺を図る自殺を図る

生
き
る
希
望
を

持
た
せ
た
か
っ
た

　

最
初
は
父
の
加
山
博
さ

ん
が
医
療
用
ロ
ボ
ッ
ト
Ｈ

Ａ
Ｌ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
見
せ
、

ち
さ
と
さ
ん
に
試
さ
せ

た
。「
生
き
る
希
望
を
持

た
せ
た
か
っ
た
の
で
す
」

と
博
さ
ん
は
話
す
。

　

ロ
ボ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と

い
う
と
こ
ろ
で
専
門
の
ト

レ
ー
ナ
ー
と
一
緒
に
リ
ハ

ビ
リ
を
行
っ
て
い
る
。
多

い
と
き
に
は
１
日
１
〜
３

時
間
を
毎
日
。
腰
の
リ
ハ

ビ
リ
で
は
腹
筋
運
動
の
よ

う
に
体
を
動
か
す
。
６
０

０
回
す
る
こ
と
も
。
汗
だ

く
に
な
る
と
い
う
。
自
宅

で
も
時
間
が
あ
れ
ば
続
け

て
い
る
。
そ
の
甲
斐
あ
っ

て
、
手
の
ほ
う
は
か
な
り

動
く
よ
う
に
な
っ
た
。
１

〜
２
セ
ン
チ
だ
が
足
も
少

し
ず
つ
動
き
出
す
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
筋
肉

に
も
力
が
入
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

　
「
ま
だ
そ
の
程
度
の
回

復
で
す
け
ど
ね
…
。
た

だ
、
本
人
に
し
て
み
れ
ば

大
き
な
前
進
と
な
っ
て
い

ま
す
。
医
学
的
に
も
立
つ

つ
も
、
同
社
の
一
般
車
両

で
は
初
と
な
る
青
を
基
調

と
し
た
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
長

距
離
輸
送
に
対
応
す
る
た

め
、
横
向
き
の
ロ
ン
グ

シ
ー
ト
と
進
行
方
向
に

よ
っ
て
切
り
替
え
可
能
な

ク
ロ
ス
シ
ー
ト
が
選
択
で

き
る
ほ
か
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
の
多
目
的
ト
イ

レ
が
標
準
装
備
さ
れ
て
い

る
。
現
在
４
両
１
編
成
の

２
本
が
大
阪
線
で
、
３
本

が
名
古
屋
線
で
運
用
さ
れ

て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
増

備
を
進
め
る
と
同
時
に
名

古
屋
線
に
は
ト
イ
レ
を
省

略
し
た
３
両
１
編
成
の
１

Ｂ
系
も
投
入
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
同
社
で
は
３
月

14
日
に
行
わ
れ
る
ダ
イ
ヤ

改
正
で
、
朝
夕
ラ
ッ
シ
ュ

時
間
帯
の
特
急
が
五
位
堂

駅
（
奈
良
県
香
芝
市
）
に

停
車
す
る
他
、
昼
間
時
に

　

近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社
（
近
鉄
）
は
、

大
阪
線
・
名
古
屋
線
系
統
で
は
28
年
ぶ
り
と

な
る
新
型
一
般
車
両
〝
１
Ａ
系
〞
を
投
入
。

１
月
16
日
よ
り
営
業
運
転
を
開
始
し
た
。

近
鉄
大
阪
線

〝
１
Ａ
系
〞を
投
入

青
い
一
般
車
両

〝
区
間
急
行
〞を
新
設

の
速
達
性
、
ま
た
、
奈
良

県
内
か
ら
八
尾
市
内
へ
の

利
便
性
が
向
上
す
る
。

（
三
谷
真
一
）

展示期間　【前期】１月10日（土）～５月12日（火）
　　　　　【後期】５月16日（土）～９月13日（日）
　　　　    　　　　 ～変わりゆく河内平野～ 今東光『テント劇場』を予定
開館時間　10：00～ 17：00
休  館  日　月曜日（祝日の場合は開館）・毎月最終木曜日（但し２月26日は開館）
　　　　　特別整理期間２月 18日（水）～２月 20日（金）
　　　　　展示替え５月 13日（水）～５月 15日（金）

今東光 資料館（八尾図書館3階） 八尾市本町 2-2-8
TEL 072-943-3810

昭和100年より

今東光と関西文化人たち
～昭和30年ごろを中心に～

申し込みは
こちらから

と
い
う
こ
と
は
血
流
が
か

な
り
変
わ
る
の
で
、
全
身

の
健
康
状
態
が
大
き
く
変

わ
り
ま
す
」
と
リ
ハ
ビ
リ

の
効
果
に
手
応
え
を
感
じ

て
い
る
。

　

た
だ
、
ロ
ボ
ッ
ト
（
Ｈ

Ａ
Ｌ
）
を
使
っ
て
い
る
こ

と
で
、
手
や
肘
が
擦
れ
て

皮
が
む
け
た
り
、
当
た
っ

て
あ
ざ
が
で
き
た
り
と
苦

労
も
多
い
。
事
故
に
遭
う

前
の
大
学
生
だ
っ
た
と
き

は
、
家
庭
教
師
の
ア
ル
バ

イ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
複

数
掛
け
持
ち
し
な
が
ら
授

業
料
を
自
分
で
賄
っ
て
い

た
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
あ

る
ち
さ
と
さ
ん
。
軟
膏
な

ど
を
塗
っ
て
頑
張
っ
て
い

る
。

　

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
リ
ハ
ビ
リ
だ
け
で

は
な
い
。
頸
椎
を
損
傷
す

る
と
膀
胱
直
腸
障
害
（
排

尿
や
排
便
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
で
き
な
く
な
る
神
経

系
の
機
能
障
害
）
を
起
こ

し
や
す
く
な
る
。
そ
の
場

合
は
導
尿
と
い
っ
て
管
を

つ
け
て
排
尿
な
ど
を
行

う
。
ち
さ
と
さ
ん
も
そ
の

ひ
と
り
だ
っ
た
。

　

た
だ
、
泌
尿
器
科
の
専

門
医
か
ら
、
導
尿
は
癖
に

な
る
か
ら
や
め
た
ほ
う
が

い
い
と
の
助
言
を
も
ら
っ

た
博
さ
ん
は
、
部
屋
の
中

に
ト
イ
レ
を
設
置
し
た
。

「
そ
こ
に
座
っ
て
い
な
さ

い
。
排
尿
す
る
感
覚
と
か

覚
え
な
い
と
い
け
な
い
か

ら
。
手
の
動
き
足
の
動
き

と
同
じ
な
の
で
、
排
便
も

排
尿
も
１
日
４
時
間
で
も

５
時
間
で
も
座
っ
て
い
な

さ
い
」
と
将
来
の
生
活
の

こ
と
を
考
え
て
発
破
を
か

け
て
い
る
。
そ
の
効
果
も

あ
り
、
今
は
か
な
り
自
然

排
尿
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
言
う
。
お
む
つ

は
ま
だ
必
要
だ
が
、
自
分

で
車
い
す
を
使
っ
て
ト
イ

レ
ま
で
行
き
、
ヘ
ル
パ
ー

の
手
を
借
り
な
が
ら
排
尿

排
便
を
し
て
い
る
。

死
の
う
と
考
え
て

い
た
と
は

　

事
故
後
、
徐
々
に
回
復

し
て
き
て
い
る
ち
さ
と
さ

ん
だ
が
、
慢
性
の
疼と

う
つ
う痛
も

抱
え
て
い
る
。
薬
で
痛
み

を
抑
え
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ

を
続
け
て
い
る
。
そ
ん
な

あ
る
日
、
睡
眠
薬
や
痛
み

止
め
の
薬
を
大
量
に
摂
取

し
自
殺
を
図
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
幸
い
大
事
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
父
の
前

で
は
笑
顔
で
接
し
て
い
た

の
に
…
。「
や
は
り
苦
し

い
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。
落
ち
込
ん
だ
姿
を
私

に
は
見
せ
た
く
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
」
と
寂
し
そ

う
に
語
る
博
さ
ん
。

　
「
父
と
し
て
再
生
医
療

や
リ
ハ
ビ
リ
に
多
額
の
資

金
を
使
っ
て
頑
張
っ
て
い

る
姿
を
見
せ
て
い
た
の

で
、
ま
さ
か
死
の
う
と
考

え
て
い
た
と
は
思
っ
て
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
「
何
で
も
聞
い
て
く
だ

さ
い
」
と
明
る
い
笑
顔
で

終
始
接
し
て
く
れ
た
ち

さ
と
さ
ん
。

　
「
事
故
に
遭
う
前
の
19

年
間
は
（
身
体
が
）
動
け

た
の
で
す
か
ら
、
憤
り
や

い
ら
立
ち
は
や
っ
ぱ
り

あ
り
ま
す
。
毎
日
毎
日
、

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
な
ど
他

人
に
囲
ま
れ
る
生
活
も

や
は
り
息
苦
し
い
で
す
。

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
介
助

な
し
で
は
日
常
生
活
は

厳
し
い
の
で
す
が
、
お
互

い
気
も
使
う
し
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
も
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
し
ね
…
。
普
段
は

身
体
を
動
か
せ
る
機
会

が
少
な
い
の
で
骨
密
度

が
低
下
し
て
い
る
の
で

す
。
そ
れ
が
ち
ょ
っ
と

心
配
で
す
ね
。
楽
し
み
？

ア
ニ
メ
が
好
き
な
の
で
、

余
暇
の
時
間
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
な
が
ら
見
て
い

ま
す
よ
」

　

来
年
の
４
月
か
ら
は
本

格
的
に
本
科
生
と
し
て
愛

知
県
の
大
学
に
通
う
予
定

だ
。
得
意
の
英
語
を
活
か

し
英
米
学
科
で
学
ぶ
。
学

生
寮
に
も
入
っ
て
大
学
生

活
を
楽
し
み
た
い
と
笑
顔

を
見
せ
る
。
将
来
は
大
学

院
ま
で
進
学
を
考
え
て
い

る
。
海
外
の
文
献
を
通
し

て
国
内
外
の
障
が
い
者
の

雇
用
形
態
を
比
較
・
研
究

し
、
卒
業
後
就
職
す
る
際

ど
の
よ
う
な
選
択
肢
が
あ

る
の
か
を
掴
ん
で
お
き
た

い
と
の
思
い
が
あ
る
。

　

自
身
の
リ
ハ
ビ
リ
に
か

か
る
高
額
な
費
用
は
、
海

外
で
は
保
険
適
用
の
対
象

に
な
っ
て
い
る
一
方
、
日

本
で
は
現
在
保
険
適
用
外

だ
。
そ
の
壁
を
突
き
破
り

た
い
思
い
も
あ
る
。
志
望

理
由
書
に
は
「
最
新
の
医

療
技
術
に
つ
い
て
の
文
献

を
日
本
語
に
翻
訳
し
、
言

語
の
壁
を
取
り
除
く
こ
と

で
医
学
的
な
情
報
の
普
及

を
支
え
た
い
」と
記
し
た
。

　

指
の
動
き
が
ま
だ
不
自

由
な
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

Ｐ
Ｃ
を
使
っ
て
タ
ッ
チ
ペ

ン
で
時
間
を
か
け
て
作
成

し
た
。
怪
我
や
病
気
で
苦

し
ん
で
い
る
人
び
と
を
、

語
学
の
面
か
ら
支
援
し
た

い
と
強
く
願
っ
て
い
る
。

博
さ
ん
が
言
う
「
生
き
る

希
望
」
を
も
っ
て
勉
学
に

励
む
姿
に
期
待
し
た
い
。

（
中
野
善
典
）

（
つ
づ
く
）

一
歩
一
歩
前
に
進
む
ち
さ
と
さ
ん

　

八
尾
交
通
安
全

協
会
（
渡
邊
弘

子
会
長
）、
八
尾

事
業
所
防
犯
協

会
（
梶
田
安
彦
会

長
）、
近
畿
警
察

官
八
尾
地
区
友
の

会
（
楠
本
正
行
会

長
）
の
合
同
新
年

懇
親
会
は
１
月
14

日
に
ホ
テ
ル
モ
ン

ト
レ
グ
ラ
ス
ミ
ア

大
阪
（
大
阪
市
浪

速
区
湊
町
１
）
で

開
か
れ
、
会
の
垣

根
を
越
え
て
懇
親

を
深
め
た
。

　

八
尾
市
女
性
団

体
連
合
会
・
八
尾

市
消
費
問
題
研
究

会
・
八
尾
市
食
生

活
改
善
推
進
協
議

会
・
Ｎ
Ｐ
О
法
人

関
西
消
費
者
連
合

会
・
主
婦
連
合
会

大
阪
支
部
（
⻆
田

禮
子
会
長
）
の
新

春
の
つ
ど
い
は
１

月
20
日
八
尾
商
工

会
議
所
（
八
尾
市

清
水
町
１
）
で
開

運
用
さ
れ
て
い
る
急
行
と

区
間
準
急
を
一
本
化
し
た

〝
区
間
急
行
〞
を
新
設
。

　

運
用
区
間
は
大
阪
上
本

町
駅
―
榛
原
駅
（
奈
良
県

宇
陀
市
）
間
が
１
時
間
当

た
り
２
本
、
大
阪
上
本
町

駅
―
名
張
駅
・
青
山
町

駅
（
三
重
県
伊
賀
市
）
間

が
同
２
本
で
、
大
阪
上
本

町
駅
―
大
和
朝
倉
駅
（
奈

良
県
桜
井
市
）
間
の
普
通

と
組
み
合
わ
せ
た
15
分
間

隔
の
パ
タ
ー
ン
ダ
イ
ヤ
が

組
ま
れ
る
。
停
車
駅
は
現

在
の
急
行
停
車
駅
に
八
尾

駅
・
河
内
山
本
駅
・
高
安

駅
の
３
駅
が
加
わ
り
、
八

尾
市
内
か
ら
大
阪
市
内
へ

八
尾
駅
・
河
内
山
本
駅
・
高
安
駅
に
停
車

　

同
系
の
外
観
は
、
２
０

２
４
年
よ
り
奈
良
線
・
京
都
線
系
統
に
投
入
さ
れ
て

い
る
８
Ａ
系
を
踏
襲
し
つ

か
に
新
年
の
集
い
を
開
催

し
た
。

　

八
尾
自
衛
隊
協
力
会

（
米
田
憲
生
会
長
）
の
新

春
交
礼
会
は
１
月
10
日
に

都
シ
テ
ィ
大
阪
天
王
寺

（
大
阪
市
阿
倍
野
区
松
崎

町
１
）
で
開
か
れ
、
陸
上

自
衛
隊
八
尾
駐
屯
地
か
ら

60
年
に
一
度
巡
っ
て
く

る
丙

ひ
の
え
う
ま午
の
年
が
始
ま
っ

た
。
勢
い
が
高
ま
り
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
満
ち
溢
れ
る
年

と
言
わ
れ
、
大
き
な
飛
躍

の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
も
う

と
誓
い
を
立
て
る
人
が
多

い
。
そ
ん
な
な
か
、
八
尾

市
内
の
各
種
団
体
が
華
や

八尾市内の各種団体

華やかに新年の集い開催華やかに新年の集い開催

か
れ
、
結
束
を
強
め
た
。

　

八
尾
火
災
予
防
協
会

（
森
嶋
勲
会
長
）
の
新
年

懇
親
会
は
１
月
22
日
に

シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大

阪
（
大
阪
市
天
王
寺
区

上
本
町
６
）
で
開
か
れ
、

和わ
き
あ
い
あ
い

気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気

の
な
か
交
流
し
た
。

米田憲生会長
（八尾自衛隊協力会）

赤塚三夫会長
（八尾地区保護司会）

渡邊弘子会長
（八尾交通安全協会）

梶田安彦会長
（八尾事業所防犯協会）

楠本正行会長
（近畿警察官八尾地区友の会）

⻆田禮子会長
（八尾市女性団体連合会ほか）

森嶋勲会長
（八尾火災予防協会）

交通事故被害者の〝無念〟と交通事故被害者の〝無念〟と
家族の〝苦悩〟家族の〝苦悩〟 　　　　　 　　　　　⑥⑥

※12歳以下は保護者同伴でお願いします ※車椅子でお越しの方は事前にご連絡をお願いします

日　　程
会　　場
チケット
【全席指定】
当日各500円増

2月8日（日）  
プリズムホール（八尾市文化会館）大ホール
SS席：6,000円
（友の会割引を含め割引価格なし）
Ｓ席：一般 4,500円
　　　　　／割引 3,600円
Ａ席：一般 3,000円
　　　　　／割引 2,400円

※割引…25歳以下、65歳以上、障がいのある方とその介添えの方（1名様まで）

大阪フィルハーモニー交響楽団
八尾演奏会

１Ａ系による区間準急・大和朝倉行き
（河内国分駅）

第20回第20回
姉妹キングスディナーショー姉妹キングスディナーショー

桂あやめ ☆ 林家染雀桂あやめ ☆ 林家染雀

　

ビ
ッ
グ
ウ
ッ
ド
玉
井
家

具
株
式
会
社
（
八
尾
市
桜

ケ
丘
２
―
２
３
８
）
が
、

第
25
回
家
具
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
大
バ
ザ
ー
ル
を
２
月
13

日
〜
15
日
に
花
博
記
念
公

園
鶴
見
緑
地
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

ホ
ー
ル
（
水
の
館
）
＝
大

阪
市
鶴
見
区
緑
地
公
園
２

―
１
６
３
＝
で
開
催
す

る
。
入
場
無
料
。

　

良
い
も
の
が
安
く
買
え

る
と
好
評
で
、
昨
年
６
月

に
開
催
し
た
第
24
回
（
写

真
）
は
１
日
２
０
０
０
人

以
上
が
来
場
し
た
。

花博記念公園鶴見緑地花博記念公園鶴見緑地
ハナミズキホール（水の館）ハナミズキホール（水の館）

第25回

2月13日～15日
家具アウトレット大バザール家具アウトレット大バザール


